
 

天然住宅ニュースレター 

 

暮らし＋リンク 
  

■被災地支援レポート 
  

目次 

■被災地支援レポート 

■イベント報告 

「暮らし＋リンク」セミナー 

4.20海の中の森づくりとは 

■お住まい見学会開催報告 

4.27三角地に建つ小さな家 

■今後のイベント情報 

 ・新潟南魚沼完成見学会 

  ・皮むき間伐ツアー 

 ・「暮らし+リンク」セミナー 

ＴＰＰでどうなる？ 

■天然住宅バンク近況報告 

■天然住宅仕様のレンタルスペース 

 夢 Hug space 二子玉川 

■天然住宅仕様のお店 

 オーガニックのお店 

2013年 5月号 

 

【発行元】 

一般社団法人 天然住宅 

〒152‐0031 

東京都目黒区中根 1－10－18 

TEL 03-5726-4226 

FAX 03-3725-5652 

メール info@tennen.org 

 

 

 

東日本大震災の被災地である宮城県気仙沼市前浜地区。震災による津波で

流失した集会所の再建プロジェクトに、天然住宅グループのアンビエックスも、

設計ボランティアで協力させてもらっています。計画当初は、「集会所よりも住

宅の方が優先では？」という声もあったそうですが、「今一度みんなが集まれ

る場所が必要だ」 との地元住民の声に支援が集まり、震災後まもなく建設委

員会を立ち上げて進んでいます。 

「できることは自分たちで」。建築に必要な作業場から、実際の建物に使う焼

き杉や屋根パネルの製作まで、とにかく住民たちが頭と体を動かす現場に、こ

ちらもパワーをもらいます。 

建築に必要な木材も、主に地元の方からの提供品。ただし、津波が被った木

がほとんど。海水に浸り塩分を含んでしまった木は、製材のノコギリを傷めるの

で迷惑がられるのですが、「地元の木を使ったセンターを建てたい」という思

いに賛同し、製材所も快く仕事を受けてくださいました。 

そのような数々の支援を受けながら 5 月 3 日、ついに上棟式を迎えました。

私たちの家づくりでも、上棟の餅まきを行うことはありますが、このとき用意し

たお餅の数はなんと約 3000個。支援していただいた餅米を使って住民らでつ

いたものです。前浜の人がこれだけ集まったのも久々のことだといいます。 

 

 

 

 

「前浜コミュニティセンター」建設中！！  

 

建築段階にも関わらず、たく

さんの人が集い笑顔になるコ

ミュニティセンター。震災以前

にも増して、地域がひとつにな

る可能性を秘めていると思い

ます。今後も、当スタッフは建設

に関わっていきますので、引き

続き進捗状況をお知らせしてい

きます。（鹿島伸子） 

「暮らし+リンク」は、天然住宅の情報や活動報告、みなさまが持っている情報

を発信し、‘‘健康的な暮らしの交流の場‘‘となることを目指して作ったニュース

レターです。 このニュースレターを通じて、皆様のお役に立てる素敵な情報を

お届けしたいと思います。ぜひ、読んで楽しんでください。 

 ご意見、ご感想、掲載希望の情報もお待ちしています！！ 

 



 

■イベント報告 「暮らし＋リンク」セミナー  
   

 

 
 ■お住まい見学会 開催報告  

  

  

２ 

 

4/20海の中の森づくりとは＠ワンネスＧＡホール 

第 3 回「暮らし+リンク」セミナーは、遠く関西や東北からも足を運んでいた

だき、満員御礼になりました。 

第一部の渋谷正信氏の講演はさすがに非常に実務的な内容。海と山の関係

性は、すでにぼんやりとではなく、とても密接な関係性が実証されていること

を知りました。北海道舎熊での実証実験では山の養分を人工的に補給してコン

ブの再生に成功し、そこがゆりかごとなり、ハタハタ、ニシン、ウニ、アワビなど

の海産物が集まり、漁師さんも大喜びという報告は、山の再生を標榜する我々

にとっても大変励みになる内容でした。 

第二部は、天然住宅代表の相根から国内林業の現状の問題点と天然住宅ス

キームによる改善策の話をさせていただきました。 

まとめでは、海、山ともに人が手をかけ続けていく重要性が話し合われ、海の

磯焼けも山の土砂災害など様々な問題点にもまだ手が打てるんだとの共通認

識に至りました。今動かなくてはという緊張感と共に未来への希望を得て閉会

しました。 

今後も「暮らし+リンク」講演会は続いていきます。これは！と思う回にはぜ

ひ会場へ足を運んでいただき、ライブ感を一緒に味わいましょう。（吉澤文雄） 

 

 

今の研究課題は、ストーブからでる木灰の活用法(レンガが作れるようです)。H さんに

とっての「当たり前」、ますます進化中につき、私達も頑張らねばなりません！ 

 

家づくりコラム② 杉について 

日本の国土の 68%が森林です。その中でも多

くを占めるのは杉をはじめとする針葉樹の人

工林です。 

 

杉は、第二次世界大戦後、拡大造林のとき

に、他の木材に比べ成長が早く、まっすぐ伸

びるので、建材に使いやすいと全国各地で植

林が行われました。その後、木材の価値が落

ちてしまい、杉林は放置されるようになりまし

た。その結果、今日、ほとんどの森が手のつ

けられていない荒れた森となってしまっていま

す。人工林には間伐や下草刈りなど人の手を

入れることが欠かせません。しかし、それには

コストや手間がかかります。 

 

今、日本の森にとって、必要なことは「木を使

う」ということです。「木を使わないことがエコ」

と美徳のように語られることがありますが、そ

れでは森は荒れていく一方です。植林も大切

ですが、森を守ることを考えたときに、まず先

にすべきなのは「木を使う」ことです。中でも杉

を有効に利用することができれば、日本の林

業を成り立たせることができます。 

 

杉は日本の固有種で古くから様々な用途に使

われてきました。その特性を活かした高付加

価値の木材に対し、正当な対価を支払うこと

ができれば、森を守る人たちが生まれ、森が

守られるようになるのです。 

当日は雲ひとつない快晴。山が見えて、海に近い、新逗子駅に降りると、

東京より一段、空気が澄んだような気持ちがします。 

M 様の御宅は、三角形の変形地に建つ 2 間×5 間の長方形の規格型プ

ラン。比較的コンパクトなプランなのですが、地形をうまく設計に利用し、

広々とした空間を演出しています。2 階は勾配天井にして、間仕切りを設け

ず、リビングとダイニング、キッチンとをひとつなぎの一体空間にしていま

す。南側に 3 階建て住宅が建っていても、東西と北面が開けているため十

分な明るさが採れています。 

 
また、窓越しに見える広めのバルコ

ニーが、リビングをさらに広くみせてい

ます。ワークシップで塗った「貝てき漆く

い」も、ぱっと見は明るく、よく見ると味

わい深く、M 様の選んだ素敵な照明や家

具と相性バッチリです。 

M様の工夫やアイデアが至るところで

光っています。M 様の要望の優先順位、

取捨選択がうまく噛み合って、暮らしや

すい素敵な空間になっています。これか

らも、菜園や外構なども少しずつ仕上げ

ていくそうです。（田中竜二） 

第二部は、天然住宅代表の相根から国内林業の現状の問題点と天然住宅スキームによる改

善策の話をさせていただきました。 

まとめでは、海、山ともに人が手をかけ続けていく重要性が話し合われ、海の磯焼けも山の

土砂災害など様々な問題点にもまだ手が打てるんだとの共通認識に至りました。今動かなく

てはという緊張感と共に未来への希望を得て閉会しました。 

今後も「暮らし+リンク」講演会は続いていきます。これは！と思う回にはぜひ会場へ足を運

んでいただき、ライブ感を一緒に味わいましょう。（吉澤文雄） 

 

 

 

4/27三角地に建つ小さな家＠神奈川・逗子 



 

 

  

 

■天然住宅バンク近況報告 

天然住宅バンクとは、天然住宅を建てる方の資金的サポートを目的に立ち上がっ

た非営利のバンクです。組合員からの出資金をもとに、単利 2％以下という低い金利

で融資を行っています。資金需要者の要望に応じ、過去にはつなぎ融資や天然住宅

仕様の健康リフォームに対する融資を行ってきました。現在の組合員数は 192 人、出

資金総額は 6,406万 8,575円です。 

また融資事業だけでない活動にも力を入れています。森林再生を目的に、「皮む

き間伐」という子どもや女性でも簡単にできる間伐手法を広めるべく、年に 2 回、宮

城県大崎市にあるエコラの森にツアーに出掛けています。前回のニュースレターで

紹介した「未来の当たり前プロジェクト」にも関わっていたり、主に環境系の分野で活

躍する方を招いてイベントを行っています。 

 

総２階、ロフトやバルコニーを加味して約２７坪、２世帯のお住まいです。都会の密集地でも広くスペースをとれるよう工夫し

たフリー設計のお宅です。建ててから約 4 年。夏・冬通して天然住宅で過ごしてみての住み心地や、自然素材との付き合い

方、経年変化など詳しく建て主さんにも聞いていただけます。 

■6/16 (日） お住まい見学会＠大田区羽田「狭小地の広々空間」  
 

詳細はホームページでご確認ください ■今後のイベント情報 

■4/20 (土) 暮らし+リンクセミナー「海の中の森づくりとは？」 

 

３ 

■4/20 (土) 暮らし+リンクセミナー「海の中の森づくりとは？」 

 

■5/24（金）～26（日） 田中優と行く！皮むき間伐＆植林ツアーin東北 

 毎年恒例の皮むき間伐ツアー。今回は植林もできます！田中優の講演はもちろんのこと、 くりこま自然学校の佐々木校長

からのお話も伺えるという、 盛りだくさんの内容になっています！ 皆伐しない循環型の森づくりが行われている「エコラ

の森」や 化学物質を使わない製材所「栗駒木材」の見学。 地元材、自然素材で建てられ、再生可能エネルギーを利用する

「手のひらに太陽の家」の宿泊体験もできます！ 

■7/15（月・祝） 暮らし+リンクセミナー 「TPP でどうなる!? わたしたちの食と暮らし」 

わかりづらいと言われてきた TPP をサルのキャラクターで紹介し、有名 HP になった「サルでもわかる TPP」。この HPや同

名の著書を手掛けられた安田美絵さんをお招きします。TPPが食の安全を奪うこと、医療、労働など国民の暮らしが大打撃を

受けるだけでなく、ISD条項によって完全に企業に支配される植民地になってしまうことなど、知りたい情報満載です。 

 

 

 

今の研究課題は、ストーブからでる木灰の活用法(レンガが作れるようです)。H さんにとっての「当たり前」、ますます進化中につき、

私達も頑張らねばなりません！ 

バンクよりお知らせ 

天然住宅バンクでは、組合員を随

時募集しています。私たちの活動

に興味を持っていただける方、ま

ずはホームページをご覧ください。 

http://www.tennenbank.org/ 

 

活動の詳細、出資方法についても

こちらに記載しています。 

 

【次回の天然住宅バンクミーティン

グのご案内】 

 

■日時 5月 20日（月） 

午後 7時～午後 9時 30分 

■場所 新宿 ASKビル 4F会議室 

（東京都新宿区歌舞伎町 2－19－

13 ） 

■参加費 無料 

■申込み先 

http://tennen.org/bankentry.html 

または、info@tennenbank.org 

まで。 

 

※途中参加・退席も可能です。 
 

天然住宅バンクが実現したいのは、「おカネに頼ら

なくても豊かに暮らしていける社会」の仕組み作りで

す。それを「おカネ」というツールを使って実現してい

きたいと思っています。 

活動に興味がある方は、月に 1 度行っている「天然

住宅バンクミーティング」に来てください。老若男女問

わず、多様なジャンルの方が集まり、毎回楽しい議論を

繰り広げています。初めての方もお気軽にご参加くだ

さいね！（井上あいみ） 

「イヤシロチ」とは「癒しの空間」「活性化された空間」のこと。古くから存在する神社仏閣はかならずと言っていいほど、イ

ヤシロチに建てられています。当日は、イヤシロチ化のエキスパート会社 「ミキたんまい工房」の高野幸司さんをお招きし

て、「炭素埋設」という手法で、マイナスイオン優位のイヤシロチをつくる方法を、実際のお宅（天然住宅のお宅）の敷地に施

工するのを見学しながら、イヤシロチ化の手順や効果についてお話しいただきます。あわせて天然住宅の見学もできます。 

■6/19 (水） 「炭素埋設」「イヤシロチ」セミナー＆お住まい見学会＠神奈川・逗子 
 



    

 
  

  
  

 

 

 

４ 

■天然住宅仕様のレンタルスペース紹介 

編集後記 

今月もニュースレター「暮らし+リンク」

をお読みいただきありがとうございま

した。4 月 13 日に好天のもと、「いの

ちの森づくり」という植樹イベント（主

催：進和学園）を初体験してきました。

足柄上郡のブルーベリーガーデン旭

さんが会場、進和学園さんのスタッフ

が丁寧に育てた自然植栽の苗を、

ラッシュジャパンさんの助成によって

植えるというイベントでした。 

 

普段は伐採（人工林）に力を入れてい

る我々ですが、その土地本来の木々

を植える（自然林）ことも目指すところ

は同じ「森づくり」なんですね。「いの

ちの森づくり」は横浜国立大学の宮脇

明先生の潜在自然植生理論に基づ

き、苗の種類も様々で大変勉強にな

りました。何より、屋外で汗を流す爽

快感はやみつきになります。みなさん

も機会があれば参加してみてはいか

がですか？（吉澤文雄） 
 

■天然住宅仕様のお店紹介 

天然住宅でリフォームする際にも、一緒に栗駒

に行き、生産者と会い、製造過程を見てもらい

ました。商品になるまでの物語、生産者の情熱

を伝えるお店です。（田中竜二） 

 

 

 

■夢 HUG space二子玉川            

詳細・予約方法はこちらのブログをご覧ください。

http://ameblo.jp/yumehug/entry-11501196988.html 

東京・浅草、松屋 B1Fからつながる、歴史ある浅草地下商店街の一画にお店はあ

ります。取扱商品は、全国、海外のオーガニック認証を取得した商品のみ。野菜や

食品はもちろん、シャンプー、化粧品、日用品も揃っています。足を運ぶ度に店長の

中村さんが探してくる新商品が増えているのが楽しみです。 

中村さんはオーガニックコーディネータの資格を持ち、商品の詳しい説明もして

くれます。「この手の商品は、ただ販売するだけでは価値がわかりにくい。しっかり

説明して価値を伝える必要がある。地道だけど、そうやって良いことをしている農

家や企業を応援したい」と、このお店をはじめました。 

 

夢 Hug space 二子玉川 

オーガニックのお店 

 

賃貸物件情報 

「健康な暮らし」が賃貸で実現！！ 

 

場所： 京王井の頭「三鷹台」 徒歩 4分 

物件名： 久我山エコマンション（写真①） 

号室： 103号室 

専有面積： 12.86㎡ 

家賃：62,000円 管理費：3,000円 

その他詳細有り 

 

場所： ＪＲ山手線「池袋」 徒歩 8分 

物件名： グリーンゲイブルズ（写真②） 

号室： 303号室 

専有面積：29.33㎡ 

家賃：106,000円 共益費：4,000円 

その他詳細有り 

302号室も有り 

  
写真①              写真② 

 

天然住宅までお問い合わせください！ 

天然住宅

仕様の 

天然住宅が設立して間もない頃から、私たちの活動を応援し、見学会やイベン

トにもたくさん参加してくださっていた東京・二子玉川にお住まいの鈴木恵理さ

ん。かねてより、「天然住宅に住むのが夢！」とおっしゃってくださっていました。

そして去年の 8 月、その夢が叶い、自宅を大幅に改築、天然住宅仕様の家が完

成しました。 

設計当初から希望していたのが、「ギャラリースペース」を作りたいというこ

と。とても明るくて社交的な恵理さんだからこそ、「人が集える場」、「誰かの活

動を応援できる場」を作りたかったのだと思います。 

ギャラリースペースは二子玉川駅から徒歩約 10 分

ところにあります。洋室・和室両方完備で、希望があ

ればキッチンや火鉢を借りることも可能です。イベン

トや研修、料理教室やお稽古事など幅広い用途でご

利用ください。（井上あいみ） 

■オーガニックのお店          

東京都台東区浅草 1-1-12 浅草地下商店街内

TEL.03-6231-623411501196988.html 


